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当農場が決定的被害を受けた 8/13～19の集中豪雨、そして、23日 30日のダメ押しの水害のあと、9月の晴
天の日々により、土木工事修復と開墾順調にすすみ、いよいよ本格収穫真っ只中の 10/7～9の台風崩れ低気圧被
害、農業だけでなく、東太平洋とオホーツク沿岸の定置網漁船に数十億円の被害をもたらせました。10 月のそ
の後は 9月同様 11/6まで約 1ヶ月晴天続き、イモ、ニンジン小粒で不作が故に、機械思いっきり使いこなせず、
例年の倍くらいの時間と手間かかっている時の晴天、ありがたい事に 10月一杯でメドがつき、イモ、人参収穫
と同時進行で刈り取り、によう積みしたお豆、11/1 から本格脱穀、朝 6 時調整業者への納入から始まって、連
日夜 9 時くらいまでの突貫作業。11/6 本日の夜業で修了という時に、一ヶ月前そして三ヶ月前の悪夢を思い出
される発達した低気圧の接近で、全体量の 5％を残して雨がふりだしました。 
全道他地域と違って、寒さ厳しいけれど、雪になるのは一番遅い当地域といえど、雨量多ければ、気温低くな

っているので、乾くまで相当時間がかかり、秋耕し、プラウ耕できずに雪になるおそれある為、11/7 大雨にな
らない事、切に祈りながらたまりにたまった事務処理をしておりました。 
午後 1：30 のニュース速報で、山を二つ越えた隣町、佐呂間町、若佐地区で、日本近代史上では最大の死者

となる 9名の犠牲者を数える竜巻が発生したとの事。 
災害は忘れた頃にやってくると言われておりますが、生々しい記憶さめやらぬ修復に疲れきっているところへ

のオホーツク地域今秋３度目の転載の追い打ち、犠牲となられた方には心からの御冥福をお祈り申し上げます。 
若佐地区は戦後まもなく最も早く私共が拠り処としている自然農法の創始者の示された在り方を私が生まれ

る前から実践する人達がおられた地域でした。その後自然農法普及会が結成され全国で多くの農民がチャレンジ

しては立ち消えていった無肥料自然農法を理解ある消費者の御支援を受けながら恩師の薫陶を受けた妻や子供

が貧乏に耐えてくれた結果、頑固に全面積で維持し続ける事ができております。 
この収穫期に 2 度ならず 3 度までも厳しい天災の直撃を受け自然界の意志に最も順応してきた農民を自負す
るものとして、、家族の生活権は犠牲にしてまいりましたが、先人の努力された意志に報いる為にも、今発言権

を頂いてもいいのではないかという想いで、9月 10月に引き続き今月も発信の機会を頂いております。続けざ
まの自然界の猛威にさらされて、深く反省させられた事は、大自然に対する畏敬と畏怖の念の欠如どころか、意

識外の世界にあるとというのが、自分も含めて大半の人々の日々の在り方ではという気がしました。 
到底大自然に感謝できる、する次元以前の段階です。 
 
昨年今頃から、50 日にわたる腰痛、その後の難聴、一年にわたり可能な限り徹底して早朝妻との自然療法の
取り組みで過酷な労働下でも乗り切り、解決できてまいりましたが、若くて元気で無理がきいた頃はこれほど真

剣に継続しないうちに体元気になり、仕事に忙殺され続けました。合わせて、情操心も忙殺してきたのかもしれ

ません。 
過去冬場恩師に薫陶受けにいった時いいところまでいっても、元の野人に戻ると言われ続けてまいりましたが、

この齢になって二進も三進もいかなくなり、当時の恩師の心境に近づけつつあるのかも知れません。 
この小自然（人間）への尽しと愛の取り組みの継続が、霊感、体感というより大自然への畏怖と感謝の実感の

世界に到れる道筋なのではという心境です。 
私は絵や字は下手、歌も楽器も駄目な芸術音痴ですが、良い風景、絵を見て美しく感じ、妻に誘われて良い音

楽を聞いて気持ちがいやされます。こんな感性が極めて平凡な私でさえ今、思えてならないのは、大自然に対す

る畏怖と感謝の心を取り戻すために大事な事は、人たる人を目指してだれもが大切にしなればならない、尽くし

と愛の世界の継続の努力にあるのではないかという事です。不健康になる要素が究極まで満ちている今、自然療

法の継続（特に夫婦家族での取り組み）が、芸術音痴の私が、芸術にいやされる如く、だれもが幸福な心境の実

感に向けて心も体も改善されていくと想います。 
若佐地区の大竜巻の記事が一面で取り上げられた 11/8 の編集手帳に養老孟司さんが大自然に順応するために、
日本に必要な知恵 10項目の「養老訓」の冒頭に「プロダクト」の Pを「ハピネス」の Hにおきかえて GNP
ではなく、GNHをあげられているとの事、国民総生産も大切ですが、今最も必要とされる見方、考え方は大自
然に畏怖し、感謝する国民総幸福量にあるようです。 
雪と凍結の到来まであと 10 日、来年の順調な生産に向けて、改めて大自然の恩恵に感謝しながら 26 町歩の

畑プラウ耕、朝昼夜全力で可能な限りすすめさせて頂きます。 
 


